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6月11日～7月10日

倉
俣
志
田
正
一

　
　
場

⑲
暢

　
　
沸

　
　
懸
署

さ
ん
暢

　
国
の
た
め
に
と
陸
軍
や
海
軍
に
志
願
楊

一
し
、
受
験
日
や
入
団
日
が
決
ま
っ
て
い
暢

ま
し
た
が
昭
和
二
十
年
八
月
に
敗
戦
。
　
莞

血
の
気
の
多
い
若
者
は
、
や
り
場
の
な
甥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
笥

い
怒
り
と
う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら
す
た
め
に
、
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塾
署

気
の
狂
っ
た
よ
う
な
行
動
を
と
る
人
が
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惑
署

多
く
い
ま
し
た
。
焼
酎
や
ど
ぷ
ろ
く
に
場

明
け
暮
れ
る
毎
日
で
、
夜
祭
で
の
風
紀
場

の
乱
れ
な
ど
目
に
あ
ま
る
も
の
が
あ
り
諾

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕩

　
こ
ん
な
時
代
に
、
な
ん
と
か
し
な
け
場

れ
ば
と
部
落
の
同
志
で
昭
和
二
十
三
年
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巡
署

の
春
に
新
生
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
署

の
時
の
写
真
で
す
。
会
員
の
家
を
持
ち
暢

回
り
で
一
般
教
養
、
珠
算
な
ど
に
精
を
場

出
し
た
も
の
で
す
。
数
多
い
写
真
の
中
巌

で
大
切
な
一
枚
で
す
。
　
　
　
　
　
　
瘍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諾
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’日本脳炎予防接種（鵠：：1：1：1二：ll：雛

　6月17日／14：00～15：00／保健センター／未接種者

■麻しん（はしか）予防接種（S60．12．1～S61．11．30生）

　6月27日／14：00～14：30／上村病院／田中、上山、山崎、

　　　　　　　　　　　　　　　荒屋、通り山、芋川新田

　6月28日／14：00～14：30／上村病院／芋沢、田沢、如来寺

　　　　　　　　　　　　東田沢、豊里、桂、小原、干溝

　6月29日／14：00～14：30／上村病院／倉俣、貝野地区

　7月1日／14：00～14：30／上村病院／高道山、清津峡地区

■母親学級

　6月21日／12：45～13：00／上村病院／妊娠山の保健

0妊婦検診
　6月21日／13：00～14：00／上村病院

●産後検診

　6月28日／13：00～14：00／保健センター

8子宮ガン検診

　7月1日、4日、5日、7日、8日／上村病院

⑫（日）
第26回新潟県身体障富者体青大会第7地区大会（中里中
学校グランド9：40～15：30）

休日救急医（津南病院魯65－3161）

13（月）
穆動図書館（芋川、倉俣12：00～13：05）

14（幻
おさらい莫旛教室（総合センター19：30～21：30）

16休）
社会教青短期大学（総合センター一19：30～21：30）

17㈹
日本脳炎（右参照）陶芸教室（田沢地区体育館19：30
～21：30）心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～

エ6！P9相談員根津敬）

⑲（日）
ときめきを食う会（南平）

休日救急医（山口医院052－2174）

20（月）
農家相談日（役場農業委員会8：30～17：00）

21（幻
母現学級、妊娼検診（右参照〉
木版画教室（総合センター一19：30～21：30）

23休）
高齢者講座（総合センター、老人福祉センター
10：00～15：00）

24働
移動図書館（重地、下山、田代12：00～13：35〉特設人権

相談日（老人福祉センター10：00～15：00）心配ごと相
談日（老人福祉センター13：00～16：00相談貝藤田義一）

⑳（日）
郡市社会教冑大会
休日救急医（中条病院費57－3018）

27（月）
麻しん（はしか）29日まで（右参照）
移動図書館（芋川、倉俣12：00～13：05）

28（幻
産後検診（右参照）

おさらい英語教室（総合センター19：30～21：30）

％㈹
麻しん（はしか）（右参照）子官ガン検診（右参照）

陶芸教室（田沢地区体育館19：30～21：30）心配ごと相
談日（老人福祉センター13100～16：00相談員樋口永蔵）

⑨（日）
休日救急医（上村病院費63－2111）

4（月）
子宮ガン検診（右参照）

交通事故穆動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

5（幻
子害ガン検診（右参照）

木版酉敦室（総合センター19：30～21：30、

7休）
子富ガン検診（右参照）

8㈹
子富ガン検診（右参照）穆動図書館（重地、下山、田代
12：00～13：35〉心配ごと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00相談員藤田義一）

⑭（日）
休日救急医（津南病院魯65－3161）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
五
月
二
十
七
日
、
清
津
峡
小

学
校
で
、
豊
年
田
植
え
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
子
ど
も
お
は
や
し
で
鳥
・
も

ぐ
ら
追
い
を
や
っ
た
後
、
児
童

全
員
で
田
植
え
を
や
り
ま
し
た
。

手
植
え
で
す
が
、
み
ん
な
で
や

る
と
あ
っ
と
い
う
附
に
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
秋
に
は
た

く
さ
ん
実
る
と
い
い
で
す
ね
。

編
集
後
記

　
現
在
、
広
域
農
道
の
倉
俣
大

橋
の
工
事
が
、
秋
の
開
通
を
目

指
し
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
橋
は
、
芋
川
と

桔
梗
原
を
結
ぷ
も
の
で
、
昭
和

六
十
一
年
に
着
手
さ
れ
芋
川
側

か
ら
橋
り
ょ
う
の
取
り
付
け
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
程
、
待
望
の
桔
梗
原
側
に
連

結
さ
れ
ま
し
た
。
清
津
川
に
架

か
る
三
本
目
の
橋
と
し
て
利
用

さ
れ
る
の
も
間
も
な
く
で
す
。
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費
ミ
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開鰭へ前進ス畦
取付道路工事に着手

鰹
．
．
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中
里
村
に
ス
キ
ー
場
開
発
を
目
指
し
て
、
昭
和
六
十
年
七
月

一
日
に
安
達
産
業
グ
ル
ー
プ
の
㈱
上
越
観
光
開
発
と
中
里
村
で

第
三
セ
ク
タ
ー
清
津
観
光
開
発
㈱
を
設
立
し
、
当
間
山
麓
【
帯

の
ス
キ
ー
場
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
程
、
地
権
者

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
念
願
の
ス
キ
ー
場
が
、
今
冬
市
之

越
に
一
部
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
有
数
な
規
模
の

　
　
　
　
ス
キ
ー
場
に

　
こ
の
ス
キ
ー
場
計
画
は
、
上

越
国
際
ス
キ
ー
場
（
塩
沢
町
）
、

上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場
（
十

日
町
市
）
、
上
越
国
際
清
津
ス

キ
ー
場
（
中
里
村
）
を
当
間
山

（
標
高
一
、
〇
一
六
メ
ー
ト
ル
）

付
近
で
結
び
、
日
本
最
大
級
の

ス
キ
ー
場
建
設
計
画
の
一
翼
を

な
す
も
の
で
す
。

　
塩
沢
町
、
十
日
町
市
側
で
は

既
に
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
中
里
村
側
の
ス
キ

ー
場
開
発
が
待
ち
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
清
津
ス
キ
ー
場
の
計
画
概
要

は
、
当
間
山
麓
一
帯
の
ダ
ウ
ン

ヒ
ル
コ
ー
ス
に
七
基
の
リ
フ
ト

を
建
設
し
、
当
地
域
の
持
つ
優

れ
た
自
然
景
観
と
雄
大
な
ス
ロ

ー
プ
を
生
か
し
た
初
級
者
か
ら

上
級
者
ま
で
楽
し
め
る
ス
キ
ー

場
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

今
冬
一
千
m
級
の

　
　
　
リ
フ
ト
完
成

今
年
度
計
画
さ
れ
て
い
る
事

業
は
、
リ
フ
ト
一
基
（
約
一
、
O

O
O
メ
ー
ト
ル
）
、
駐
車
場
（
約

五
〇
〇
台
収
容
）
、
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
（
・
一
五
〇
人
収
容
）
と
開

発
に
伴
っ
て
必
要
と
な
る
施
設

内
道
路
及
び
村
道
市
之
越
新
平

線
の
改
良
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
村
道
に
ρ
い
て
は
、

去
る
五
月
十
六
日
に
ス
札
が
行

わ
れ
工
事
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
村
道
は
、
市
之
越
の
入

口
か
ら
駐
車
場
ま
で
を
結
ぷ
も

の
で
延
長
六
六
〇
メ
ー
ト
ル
、

全
幅
八
メ
ー
ト
ル
の
道
路
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
国
有
林
野
活
用
の
事

務
手
続
き
を
完
了
し
た
後
、
工

事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
現
在
七
月
か
ら
八
月

頃
の
着
工
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。　

実
際
の
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ

ン
は
、
降
雪
後
の
十
二
月
頃
に

な
る
予
定
で
す
。

土
地
形
態
は
、
国
有
地
及
び
民

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
国
有
地
は
国
有
林
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
活
用
す
る
た
め

に
は
、
　
「
レ
タ
の
森
」
の
指
定

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
計
画
地
に
つ
い
て

は
、
既
に
昭
和
五
十
九
年
度
に

指
定
を
受
け
て
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
来
年
度
以
降
の
計

画
地
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
指
定

を
受
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
現

在
申
請
作
業
中
で
す
。

　
計
画
で
は
、
六
十
四
年
度
か

ら
六
十
五
年
に
か
け
て
残
り
の

ス
キ
ー
リ
フ
ト
の
建
設
を
完
了

し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

県
リ
ゾ
ー
ト
名
称

　
　
　
　
　
　
決
ま
る

65

年
に
は

　
　
　
完
成
の
見
込
み

現
在
の
ス
キ
ー
場
計
画
地
の

　
新
潟
県
の
リ
ゾ
ー
ト
名
称
が

「
雪
と
緑
の
ふ
る
さ
と
　
マ
イ
・

ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
新
潟
県
の
リ
ゾ
ー
ト
地
域
は
、

中
魚
沼
を
中
心
と
し
た
十
四
市

町
村
が
特
定
地
域
と
な
っ
て
い

ま
す
。
中
里
村
は
、
こ
の
中
で

当
間
山
麓
と
小
松
原
の
下
方
部

分
が
主
な
重
点
整
備
地
域
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
構
想
樹
立
の
た
め
の

事
前
協
議
が
国
と
県
と
の
間
で

実
施
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
、
事
前
協
議
が
終
り
次
第

基
本
構
想
の
提
出
、
承
認
と
い

う
運
び
に
な
り
ま
す
。

当問山

愈
響

祥
り
｝

＼
舘凄
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至清津峡→

　
　
　
　
　
1

　
「
よ
り
よ
い
環
境
を
求
め
て
」

を
テ
ー
マ
に
「
環
境
美
化
推
進

要
綱
」
を
作
り
、
六
十
三
年
度

か
ら
環
境
美
化
の
推
進
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
中

里
村
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
ま
わ

り
の
河
川
や
山
野
を
ご
ら
ん
下

さ
い
。
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
に

よ
る
河
川
の
汚
染
、
空
缶
や
廃

棄
物
に
よ
る
山
野
の
汚
染
等
が

見
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
村
民
だ
れ
し
も
、
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
営
み
た
い
と
願

う
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

環
境
保
全
、
環
境
美
化
運
動
が

極
め
て
重
要
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
で
築
く
よ
り
よ
い

環
境
」
と
い
う
の
が
、
全
国
統

一
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

世
界
各
国
で
も
毎
年
六
月
五
日

を
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
し
て

環
境
間
題
の
重
要
性
を
認
識
す

る
た
め
の
諸
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
新
潟
県
に
お
い
て
も
、
県
民

難㎜

懇騨

麟
瞬
羅
纏
縫

の
環
境
間
題
に
つ
い
て
の
認
識

を
更
に
深
め
、
環
境
改
善
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め

に
各
市
町
村
、
関
係
各
種
団
体

等
に
幅
広
く
呼
ぴ
掛
け
て
い
ま

す
。　

こ
れ
ま
で
、
中
里
村
に
お
い

て
も
住
み
良
い
郷
土
建
設
協
会

中
里
分
会
を
は
じ
め
、
各
集
落

の
衛
生
推
進
員
の
方
々
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
、
年
々
成

果
を
上
げ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。み

ん
な
の
力
で

　
　
き
れ
い
な
村
に

こ
れ
を
更
に
進
め
て
い
く
た

め
に
、
毎
年
六
月
第
一
、
十
月

第
三
日
曜
日
の
春
と
秋
の
二
回

を
「
村
内
一
斉
清
掃
の
日
」
に

決
め
ま
し
た
。

　
村
、
住
み
良
い
郷
土
建
設
協

会
中
里
分
会
、
集
落
衛
生
推
進

員
、
集
落
区
長
、
村
内
各
種
団

体
の
協
力
の
も
と
に
、
村
民
が

一
体
と
な
っ
て
環
境
美
化
に
取

り
組
む
も
の
で
す
。

　
早
速
、
六
月
第
一
日
曜
日
の

五
日
に
は
、
各
地
区
で
お
年
寄

り
か
ら
子
ど
も
ま
で
の
大
勢
の

方
々
が
、
ゴ
ミ
拾
い
や
廃
品
回

収
な
ど
に
精
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
ど
ん
ど
ん
と
輪
を
広
げ
、

み
ん
な
で
協
力
し
あ
っ
て
、
よ

り
よ
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
い

　
　
ぱ

　
驚饗、

践

，
謹
む

　
　
“

　
　
“

　
　
㌧

　
　
沿

　
　
路

　
　
道

園
　
い
ま
ま
で
の
よ
う
に

隣
組
の
人
が
税
金
を
集
め
て
く

れ
な
い
の
で
す
か
。

圏
納
税
組
合
が
な
く
な
っ
た

の
で
、
自
分
の
税
金
は
自
分
で

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
税
額
を
他
人
に

知
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た

わ
け
で
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
た
人

の
分
は
、
決
ま
っ
た
日
に
口
座

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
口

座
振
替
を
希
望
し
な
か
っ
た
人

は
現
金
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。図

ど
う
い
う
税
金
が
ロ

座
振
替
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

圏
村
民
税
・
県
民
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民

健
康
保
険
税
で
す
。
税
金
の
ほ

か
は
国
民
年
金
・
保
育
・
水
道

の
料
金
で
す
。

圏
毎
月
自
動
的
に
振
替

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

何
日
に
振
替
に
な
る
の
で
す
か
。

圏
税
金
は
各
月
の
末
日
、
料

金
は
二
十
五
日
に
自
動
振
替
に

な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
現

金
で
納
め
る
方
法
よ
り
手
数
が

か
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
預
金
残
高
が
足
り
な

い
場
合
は
振
替
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
五
日
後
に
再
度
振
替
を
し
ま

す
の
で
、
残
高
不
足
の
連
絡
を

受
け
た
人
は
そ
の
日
ま
で
に
入

金
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
も
し
入
金
さ
れ
な
い
場
合
は

別
に
現
金
で
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
下
さ
い
。

園
わ
た
し
は
口
座
振
替

で
納
税
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、

納
税
通
知
書
の
見
方
を
教
え
て

下
さ
い
◎

圏
税
は
一
年
間
の
総
額
を
一

回
で
納
め
る
の
と
何
回
か
に
分

け
て
納
め
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
一
年
間
の
総
額
を
「
年

税
額
」
と
し
て
記
載
し
て
あ
り

ま
す
。
年
税
額
を
各
納
期
に
分

け
て
納
め
る
時
期
を
「
納
期
」

と
し
て
通
知
書
の
左
側
に
記
載

し
て
あ
り
ま
す
。

　
各
納
期
ご
と
の
金
額
が
あ
な

た
の
口
座
か
ら
振
替
に
な
り
ま

す
と
い
う
案
内
が
「
納
税
通
知

書
」
で
す
。
納
税
通
知
書
に
よ

っ
て
年
間
の
納
税
予
定
を
立
て

て
下
さ
い
。

圏
　
国
民
健
康
保
険
税
は

八
月
前
と
後
で
税
額
が
違
っ
て

く
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

圏
　
そ
の
年
分
の
村
民
税
や
固

定
資
産
税
が
国
保
税
の
算
定
の

も
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
税
が
確
定
し
一
年
分
の
国
保

税
が
正
式
に
決
ま
る
の
が
八
月

に
な
り
ま
す
。
四
月
か
ら
七
月

ま
で
は
仮
り
に
納
め
て
い
た
だ

き
、
八
月
以
降
に
年
間
総
額
か

ら
仮
り
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

額
を
差
引
い
た
残
り
の
額
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
人
に
よ

っ
て
八
月
か
ら
の
国
保
税
が
増

え
た
り
減
っ
た
り
す
る
訳
で
す
。

　
納
税
通
知
書
は
四
月
と
八
月

に
お
届
け
す
る
だ
け
に
な
り
ま

す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
お
い

て
下
さ
い
。

園
國
囹
　
納
期
ご
と
に
領
収
書

を
発
行
し
な
い
の
で
す
か
。

函
凹
あ
な
た
の
預
金
通
帳
に
振

替
納
付
が
済
ん
だ
こ
と
が
記
録

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
も
っ
て
領

収
書
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
ま
ち
が
い
が
あ
る
と
い
け
ま

せ
ん
し
、
預
金
残
高
が
不
足
す

る
心
配
も
あ
り
ま
す
の
で
、
と

き
ど
き
通
帳
の
確
認
を
し
て
下

さ
い
。
ど
う
し
て
も
領
収
書
が

必
要
な
場
合
は
請
求
し
て
い
た

だ
け
ば
発
行
い
た
し
ま
す
。

国
　
年
度
の
途
中
で
追
加

や
変
更
が
で
き
ま
す
か
。

圏
毎
月
末
日
ま
で
に
手
続
き

を
し
ま
す
と
翌
月
か
ら
追
加
・

変
更
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は

農
協
か
銀
行
で
お
願
い
し
ま
す
。
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一
掃
、
ら
・

鞍
灘

ゆ
藻

樗“

　
去
る
四
月
二
十
二
日
、
入
院

先
の
小
千
谷
総
合
病
院
で
肝
臓

ガ
ン
の
た
め
逝
去
さ
れ
た
前
村

長
高
橋
幸
作
氏
（
七
十
八
歳
）

に
、
名
誉
村
民
の
称
号
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
六
十
年
六
月
に
制

定
さ
れ
た
村
名
誉
村
民
条
例
に

基
づ
く
も
の
で
、
　
「
本
村
に
お

い
て
学
術
、
技
芸
、
そ
の
他
社

会
文
化
の
進
展
に
貢
献
し
、
又

は
本
村
の
功
労
者
と
し
て
そ
の

事
績
卓
絶
で
村
民
の
敬
仰
を
受

け
る
者
（
条
文
か
ら
）
」
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

　
村
長
が
議
会
の
議
決
を
経
て
、

名
誉
村
民
の
称
号
を
贈
る
も
の

で
、
そ
の
第
一
号
が
故
高
橋
氏

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
名
誉
村
民
称
号

贈
呈
状
は
、
五
月
十
二
日
村
民

体
育
館
で
行
わ
れ
た
中
里
村
土

地
改
良
区
と
高
幸
建
設
株
式
会

社
の
合
同
葬
儀
の
際
に
、
高
橋

氏
の
遺
影
の
前
で
上
村
村
長
か

ら
遺
族
の
代
表
者
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

●
故
高
橋
幸
作
氏
の
主
な
経
歴
等

o
学
　
歴

　
昭
和
3
年
3
月

o
主
な
経
歴

昭
和
1
6
年
7
月

　
昭
和
2
7
年
n
月

県
立
加
茂
農
林
学
校
卒
業

旧
田
沢
村
議
会
議
員
（
一
期
）

旧
田
沢
村
教
育
委
員
会
委
員

昭
和
2
9
年
7
月

昭
和
3
0
年
4
月

昭
和
3
2
年
1
2
月

昭
和
3
3
年
7
月

昭
和
3
9
年
3
月

昭
和
4
1
年
1
0
月

昭
和
4
2
年
9
月

昭
和
4
2
年
n
月

昭
和
4
3
年
4
月

昭
和
4
3
年
9
月

昭
和
4
3
年
9
月

長中
魚
沼
郡
教
育
委
員
会
連
絡

協
議
会
会
長

中
里
村
教
育
委
員
会
委
員
長

中
里
村
長
（
四
期
）

中
里
村
珠
田
土
地
改
良
区
理

事
長

中
魚
沼
郡
杜
会
福
祉
協
議
会

会
長

中
里
村
清
津
川
土
地
改
良
区

理
事
長

新
潟
県
町
村
会
理
事

中
魚
沼
郡
町
村
会
会
長

新
潟
県
農
用
地
開
発
事
業
促

進
協
議
会
副
会
長

中
魚
沼
土
地
改
良
協
会
副
会

長新
潟
県
農
用
地
開
発
事
業
促

進
協
議
会
会
長

北
陸
四
県
農
用
地
開
発
事
業

促
進
協
議
会
会
長

昭
和
5
0
年
7
月

昭
和
5
2
年
5
月

　
昭
和
6
1
年
7
月

o
主
な
表
彰
歴

　
昭
和
7
年
4
月

　
昭
和
1
3
年
1
0
月

　
昭
和
1
5
年
4
月

昭
和
3
2
年
1
2
月

昭
和
4
3
年
n
月

昭昭
和和
5251
年年
5　11
月月

昭
和
5
3
年
1
2
月

昭
和
5
6
年
n
月

新
潟
県
国
土
調
査
推
進
協
議

会
副
会
長

新
潟
県
共
済
組
合
連
合
会
理

事中
里
村
土
地
改
良
区
理
事
長

正
八
位
（
軍
事
功
労
）

陸
軍
大
尉
従
七
位
（
軍
事
功
労
）

勲
六
等
単
光
旭
日
章
（
軍
事

功
労
）

日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

（
交
通
安
全
功
労
）

日
本
赤
十
字
社
銀
色
有
功
章

（
役
職
員
功
労
）

新
潟
県
知
事
表
彰
（
噛
治
功
労
）

日
本
赤
十
字
社
金
色
有
功
章

（
役
職
員
功
労
）

北
陸
農
政
局
長
表
彰
（
産
業

振
興
功
労
）

勲
五
等
双
光
旭
日
章
（
自
治

功
労
）

青
年
学
級
「
愛
郷
徒
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト

　
公
民
館
で
は
、
若
い
人
た
ち

か
ら
学
び
な
が
ら
親
睦
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
青
年
学
級
「
愛

郷
徒
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

　
こ
の
学
級
は
、
郷
土
を
愛
す

る
と
い
う
意
味
か
ら
「
愛
郷
徒
」

と
つ
け
、
五
月
か
ら
七
月
の
前

期
と
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の

後
期
と
に
分
け
月
二
回
コ
ー
ス

別
に
学
習
す
る
も
の
で
す
。

　
前
期
に
は
、
二
十
人
の
若
い

人
た
ち
が
集
ま
り
、
五
月
二
十

三
日
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー
で
ダ

ン
ス
教
室
と
料
理
教
室
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
、
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
そ
う
に
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　
後
期
は
地
域
開
発
研
究
、
ビ

デ
オ
教
室
、
書
道
ペ
ン
字
教
室

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

楽
し
そ
う
に
学
ぶ

　
　
　
　
　
若
者
た
ち

若さでアタック

　　　　　青年大会

　
第
三
十
六
回
新
潟
県
青
年
大

会
中
魚
沼
郡
予
選
会
が
六
月
五

日
、
川
西
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
は
、
当
村
を

は
じ
め
津
南
町
、
川
西
町
か
ら

選
手
が
集
ま
り
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　
当
村
か
ら
は
、
残
念
な
が
ら

卓
球
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道

の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

〈
成
　
績
V

O
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
一
位
　
中
里
村

　
二
位
　
津
南
町

　
三
位
　
川
西
町

o
野
球

　
一
位
　
津
南
町

　
二
位
　
中
里
村

　
三
位
　
川
西
町

O
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
（
男
子
）

　
一
位
　
津
南
町

　
二
位
　
中
里
村

　
三
位
　
川
西
町

　
（
女
子
）

　
一
位
　
津
南
町

　
二
位
　
中
里
村

足
は
『
第
一

一
の
心
臓
』

も
っ
と
歩
こ
う

　
人
問
は
二
本
の
足
だ
け
を
使
っ
て
歩
く
唯

一
の
動
物
で
す
。
　
”
足
と
と
も
に
枯
れ
る
”
、

”
歩
く
の
は
血
液
の
体
操
”
、
　
”
足
は
第
一
一

の
心
臓
”
、
　
”
歩
く
の
は
頭
の
体
操
”
な
ど

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歩
き
の
効
用
に
つ
い

て
は
、
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
な
が
ら
実
際
に

は
目
と
鼻
の
先
の
所
に
も
車
を
使
い
、
階
段

が
あ
っ
て
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
楽
を
し
て
い

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
歩

く
こ
と
の
大
切
さ
は
昔
も
今
も
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
少
し
「
歩
く
こ
と
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
日
一
疵
◎
樵
闘

　
　
消
費
を
目
標
に

　
歩
け
歩
け
運
動
や
万
歩
運
動

も
結
構
で
す
が
、
少
な
く
と
も

歩
く
だ
け
で
百
～
二
百
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
は
消
費
し
た
い
も
の
で

す
。　

歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
消
費
さ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
％
×
体
重

（
㎏
）
×
距
離
（
㎞
V
で
お
お
よ
そ

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
体
重
六
〇
㎏
の
人

が
一
日
五
㎞
歩
け
ば
、
一
五
〇

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
係
数
の
備
は
、
普
段
無
意
識

ノ

　
五
月
十
五
日
行
わ
れ
た
信
濃

川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
タ
の
様
子

で
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
電
気
と
自
然

に
歩
い
て
い
る
時
の
、
の
ん
び

り
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
す
か
ら
、

意
識
的
に
早
く
、
息
切
れ
す
る

よ
う
な
速
さ
の
時
は
伽
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
の
時
は
ω
と
み
て
よ
い

で
し
よ
う
。

賛
二
匪
陰
“

け
と
い
う
も
の
で
す
。

　
腰
で
足
を
リ
！
ド
す
る
こ
の

歩
き
方
を
す
れ
ば
、
上
体
も
伸

び
ピ
ッ
チ
も
上
が
り
ま
す
。

　
逆
に
二
日
酔
い
の
時
な
ど
は
、

腹
が
落
ち
腰
で
歩
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
腰
で
歩
け
る
と
い

う
こ
と
は
、
胃
腸
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
よ
い
こ
と
で
す
。

　
体
調
が
悪
け
れ
ば
腰
で
歩
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

の
ふ
る
さ
と
を
歩
こ
う
と
イ
千

谷
市
が
中
心
に
な
り
今
年
か
ら

始
め
た
も
の
で
す
。

　
出
発
地
の
津
南
町
役
場
、
田

沢
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
　
川
西
町

総
合
体
育
館
か
ら
の
三
コ
ー
ス

に
四
百
人
が
参
加
し
　
4
千
谷

サ
ン
フ
ラ
ザ
ヘ
と
歩
き
ま
し
た
。

　
田
沢
小
グ
ラ
ン
ド
か
ら
は
、

五
十
七
人
が
朝
八
時
に
出
発
し

ゴ
ー
ル
ま
で
の
四
十
二
㎞
を
信

濃
川
の
流
れ
や
段
丘
の
景
色
を

眺
め
な
が
ら
歩
き
通
し
ま
し
た
。

　
中
里
村
の
参
加
者
は
、
大
人

四
人
、
子
供
二
人
で
し
た
。

　
来
年
は
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ

・
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
食
事
や
睡
眠
、
入
浴
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
歩
く
こ
と
を
日
課

に
し
て
し
ま
え
ば
、
忙
し
く
て

時
間
が
と
れ
な
い
と
い
う
こ
と

も
な
く
な
り
ま
す
。

國
保
険
料
の
免
除
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か

　
意
識
慰
腰
に
お
懸
羅

　
　
　
　
　
　
歩
曇
つ

　
昔
よ
く
歩
い
た
時
代
に
”
歩

き
の
指
南
書
”
と
い
う
歩
き
方

を
教
え
て
い
る
本
が
い
く
つ
も

だ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
　
”
腰
で
歩
け
”

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
い
つ

も
意
識
を
腰
に
置
い
て
、
腰
を

斜
め
前
に
押
し
出
す
感
じ
で
歩

　
国
民
年
金
の
加
入
者
の
う
ち
、

農
業
や
自
営
業
な
ど
の
第
一
号

被
保
険
者
は
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
金
を
受

け
る
権
利
を
得
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
老
齢
基
礎
年
金

だ
け
で
な
く
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
も
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
病
気
や
け
が
に
よ

っ
て
働
け
な
く
な
っ
た
り
、
災

害
に
遭
っ
た
り
し
た
時
に
は
、

保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
納
め

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
に
対
し
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
を
免
除
す
る

制
度
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で

す
か
。

二
つ
の
制
度
が

　
　
　
　
あ
り
ま
す

歩
惹
蓮
者
慰

　
　
日
課
の
一
の
に

　
運
動
不
足
を
少
し
で
も
解
消

す
る
た
め
に
、
歩
く
こ
と
を
生

活
の
一
部
に
し
ま
し
ょ
う
。

歩くことは

　いいことだ

清滝寛一郎さん
　　（東田尻78歳）

から歩くことが好きで、

も車には滅多に乗らず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
し

。
ま
の
は
の
も
の
す
い
よ
た

　
　
・
ま
歩
若
ま
り
る
る
続

ででも時間さえあれ

足で十日町までは5
朝飯前で、汗をかか

が万法です。

のに負けまいと十臼

歩け歩け大会にも出

か、人からは5～6
く言われます。これ

ろ
て
す
南
私
で
く
い
で
ま
せ
と
け

こ
つ
ま
津

い
な
し
や
す
崎
に
に
山
あ
い
え
き

若
に
足
町
ま
山
度
前
飯
が
て
見
歩

は
年
を
日
き
。
程
年
ら
と
い
く
も

私
の
用
十
歩
閤
い
9
か
こ
歩
若
ら

　
こ
に
　
ば
時
な
　
町
た
　
歳
か

　
こ
の
免
除
制
度
に
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
て
い
る
条
件
に
該

当
す
れ
ば
免
除
と
な
る
「
法
定

免
除
」
と
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
時
に
、

知
事
に
申
請
し
て
認
め
て
も
ら

う
「
申
請
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
時
に
は
、
保
険

料
を
納
め
た
場
合
と
同
じ
に
扱

わ
れ
ま
す
の
で
、
万
一
の
時
に

支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
な
ど
も
、
免
除

期
間
中
の
事
故
で
あ
っ
て
も
受

給
で
き
る
の
で
安
心
で
す
。

　
申
請
免
除
は
、
申
請
の
あ
っ

た
年
度
の
期
間
に
つ
い
て
の
み

認
め
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
今
年
の
七
月
三
十

一
日
ま
で
に
申
請
を
し
た
場
合
、

す
で
に
納
付
し
た
月
分
を
除
い

て
今
年
四
月
分
が
ら
来
年
三
月

分
ま
で
が
免
除
さ
れ
る
期
間
と

な
り
ま
す
。

　
免
除
に
つ
い
て
の
相
談
と
受

付
け
は
役
場
の
国
民
年
金
係
で

す
か
ら
、
早
め
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
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ん

⑳
畔
さ

　
　
校
子

　
　
弾
裕

　
　
聾

　
　
高
富

　図工の時間に素描をやることに

なり、私は小さくてきれいなベゴ

ニアを描きました。花の形がむず

かしかったのですが葉の万はうま

く描けたと思います。もう少しよ

く見て細かい所を描ければ良かっ

たと思います。

織．出夫翻隻．懸灸⑳

　ぼくの誕生日は5月5Eヨ。男の

子らしくて元気いっばいだよ。そ

れとぽく30まで数字がわかるよ。

カレンダーが読めちゃうんだから。

お父さんは人に迷惑をかけない子

に育ってほしいんだって。

母
校
に

図
書
寄
贈
で
表
彰

宮
中
出
身
の
村
山
幸
枝
さ
ん

　
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
五
月
十

二
日
、
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
昭
和
五
十

四
年
か
ら
毎
年
母
校
の
貝
野
小
学
校
へ

図
書
を
寄
贈
し
て
い
る
村
山
幸
枝
さ
ん

（
宮
中
出
身
）
を
、
子
ど
も
の
読
書
普

及
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

衰彰を受ける村山さんωとさちえ文庫qn

　
村
山
さ
ん
は
、
難
病
の
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
i
症
と
た
た
か
い
な
が
ら
、
母
校

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
、
こ
れ
ま

で
に
二
百
十
冊
に
も
の
ぱ
る
図
書
を
寄

贈
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
図
書
室
の
一
角
に
「
さ
ち

え
文
庫
」
を
設
け
、
子
ど
も
た
ち
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
貝
野
小
学
校
を
三
十
九
年
に
卒
業
、

各
養
護
学
校
を
卒
業
後
現
在
は
長
野
市

内
の
長
野
若
槻
園
で
、
和
文
タ
イ
ピ
ス

ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
同
時
に

講
師
と
し
て
学
校
や
施
設
な
ど
で
講
演

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
も
記
憶
に
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
五
十
一
年
の
N
H
K
青
年

の
主
張
コ
ン
タ
ー
ル
全
国
大
会
で
文
部

大
臣
賞
、
N
H
K
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
。

わが家の

ネコは20歳

　
二
十
年
も
生
き
続
け
て
い
る
猫
が
東

田
沢
の
服
部
清
治
さ
ん
宅
に
い
ま
す
。

　
四
十
二
年
か
ら
飼
っ
て
い
る
も
の
で
、

三
つ
毛
の
メ
ス
で
体
長
五
十
セ
ン
チ
、

体
重
四
キ
ロ
と
想
像
し
て
い
た
よ
り
は

小
柄
で
し
た
が
、
猫
の
平
均
寿
命
は
十

年
く
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

大
変
な
記
録
で
す
。
　
「
こ
こ
ま
で
生
き

た
の
は
、
毎
日
ニ
ボ
シ
を
食
べ
て
い
る

か
ら
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

鰭
Pい』

む離一

の

①と　　　西田尻

樋ロまり子さん（33

　
　
　
　
き
　
し
ま

　
佐
賀
県
杵
島
郡

　
　
　
　
　
　
ふ
く
ど
み

　
　
　
　
　
　
福
富
町

　
私
の
生
ま
れ
た
町
は
、
佐
賀

県
福
富
町
。
世
界
で
も
数
少
な

い
塩
水
の
川
、
六
角
川
の
そ
ば

で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
筑
豊
炭
田
の
盛
ん
な
こ
ろ
は
、

て
ん
ま
船
で
上
流
か
ら
住
ノ
江

ま
で
運
ば
れ
、
こ
こ
で
大
型
船

に
積
み
替
え
京
阪
地
方
に
運
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
小
さ
な
港
町
で
し
た

　
　
　
　
　
の
　
り

が
、
今
で
は
海
苔
の
養
殖
が
盛

ん
に
な
り
日
本
有
数
の
海
苔
の

産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
明
海
に
は
ム
ツ
ゴ

ロ
ー
と
い
う
ハ
ゼ
科
の
魚
や
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

ゲ
マ
キ
貝
な
ど
、
干
拓
に
棲
む

珍
し
い
魚
介
類
が
い
ま
す
。

　
子
供
の
こ
ろ
は
、
ム
ツ
ゴ
ロ

ー
な
ど
を
よ
く
リ
ヤ
カ
ー
で
売

り
に
き
た
も
の
で
す
が
、
今
は

干
拓
が
進
み
、
と
れ
る
量
も
減

り
料
亭
で
し
か
食
べ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
ム
ツ
ゴ
ロ
ー
に
代
わ

り
、
今
で
は
熱
気
球
が
空
を
飛

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
私
の
実
家
も
今
で
は
佐
賀
市

内
に
移
り
、
す
べ
て
が
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
佐
賀
も
よ
か
と
こ
で
す
け

ん
、
一
度
行
っ
て
み
て
く
ん
し

ゃ
い
一

県下初の

ユニホッケー教室開く

　
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
っ
て
な
に
？
み
な
さ

ん
は
た
ぷ
ん
初
め
て
耳
に
す
る
言
葉
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
や
る
ホ
ッ
ヶ
1
に
似
た
新
し
い
ス
ポ

ー
ッ
の
こ
と
で
す
。
村
で
は
新
潟
県
で

初
め
て
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
、
去
る
五
月
二
十
五
日
、
田
沢

小
学
校
体
育
館
で
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
教
室

を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
に
は
、
各
小
中
学
校
の
体

育
主
任
の
先
生
や
体
協
役
員
、
体
育
指

なかなかむずかしいなあ

導
員
の
人
た
ち
十
二
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
指
導
に
は
体
育
指
導
員
の
井
之
川

将
男
さ
ん
、
吉
楽
一
彦
さ
ん
、
田
村
京

子
さ
ん
の
3
人
が
当
り
、
ル
ー
ル
や
基

本
プ
レ
ー
の
練
習
を
し
た
後
、
実
際
に

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　
六
月
い
っ
ぱ
い
、
毎
週
水
曜
日
夜
八

時
か
ら
十
時
ま
で
、
田
沢
小
学
校
体
育

館
で
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
小
学
生

以
上
な
ら
誰
で
も
で
き
ま
す
の
で
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

“
稲
刈
り
に
も
来
な
き
ゃ
”

　
　
　
　
田
植
え
体
験
ツ
ア
ー

　
春
を
旅
し
て
秋
の
味
を
育
て
よ
う
と

「
田
植
え
体
験
ッ
ア
ー
」
が
、
六
月
五

日
に
清
田
山
自
然
運
動
公
園
付
近
の
水

田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
初
め
て
行
う
も
の
で
す
が
、
東

京
か
ら
十
三
人
の
家
族
連
れ
が
参
加
し

ま
し
た
。
あ
い
に
く
雨
模
様
と
な
り
、

参
加
者
た
ち
は
ミ
ノ
な
ど
を
着
け
、
地

貴重な体験ありがとう

元
の
人
か
ら
即
席
の
講
議
を
受
げ
た
あ

と
、
一
列
に
並
ん
で
田
ん
ぽ
に
入
り
ま

し
た
。

　
初
め
て
体
験
す
る
人
た
ち
ば
か
り
で
、

「
真
っ
す
ぐ
に
植
え
ら
れ
な
い
な
あ
」

「
腰
が
痛
い
ね
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら

も
夢
中
に
な
っ
て
苗
を
次
々
に
植
え
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
山
菜
料
理
を
味
わ
っ
た

り
、
き
の
こ
の
原
木
に
菌
打
ち
を
し
た

り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

◆
色
▼
◆
藍
響
◆
盛
丁
◆
皇
7
◆
、
璽
◆
ム
辱
◆
色
▼
◆
藤
◆
，
辱
◆
在
？
◆
も
マ
◆
血
マ
◆
亀
▼
◆
も
マ
◆
■
墾
◆
亀
7
◆
亀
Y
◆
聖
◆
■
辱
◆
血
一
・
◆
も
7
◆
一
華
◆
一
讐
・
◆
’
墾
◆
’
懸
・
◆
■
讐
◆
■
辱
・
◆
■
警
・
◆
藍
甲
・
6
9
讐
・
◆
占
多
◆
る
マ
◆
・
辱
◆
亀
？
◆
・
養
・
◆
i
マ
◆
も
◆
・
書
マ
◆
毛
・
◆
6
▼
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　　　　　　吻　　　騨…■懸

バイキンズ

　
ん嚇

）
轟

表
口

代
大

　みんなでできる何か楽しいことがな

いかということで、昨年の7月にバレ

ーホールを始めました。メンバーは現

在14名で、苗週金曜日夜に倉俣地区体

育館で練習しています。

　昨年は結成したてながら、村民バレ

ーホール大会で3位という好成績を納

めました。今年は墓礎をしっかりと身

につけ、ぜひ村民大会優勝をと全員は

りきっています。その他に中里村のナ

イターリーグや津南町のナイターリー

クにも参加する予定です。

　現在、平均年齢27歳の男ばかりのチ

ームですので、女性の入会大歓迎です。

気軽に体育館へ来てください。

　連絡先　大ロ修一　（63－4013）

ワリ　　きっかけは……り友達が経営する十日町のスナッ

　大クに飲みに行ったら・たまたま彼女力ご
　口　　　　　　　いました。ワ同じ部落で知っていまし

　　　　　　　　　たので、話がはずみ夜遅くまで飲んだ
干敬　　　　のが最初です．
恵　　　　第一印象は……り自分と違って、おっとりしてい

子夫　　　　るし、とてもかわいかったです．ワ陽

　さ　　　　　　　気で楽しく、それでいてしっかりして
　ん
　　　　　　　　　いて、とても頼りがいのある人だと思
（重地）

　　　　　　　　　いました。
⑳お互いへの要望は＿＿りおとなしいので、もう少

　　　　　　　　　し自分の思ったことをはっきりと言っ

　　　　　　　　　てほしいですね。ワ身体のために酒と

　　　　　　　　　タバコをもう少し控えてほしいです。

　　　　子育てのモットー……ワ厳しく育てたい。ワ何で

　　　　　　　　　も興味をもつ子どもに育てたいですね。

　　　　村への要望は……り冬場の雪処理対策に力を入れ

　　　　　　　　　てもらいたい。り子供が遊べる所を、

　　　　　　　　　部落の中に作ってほしいです。

戸

》
職整

嶺
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　井之川泰仁さん
　　　　　（本屋敷・20才）

謄響難
　今年の春、測量関係の専問学

校を卒業し現在十日町測量に勤

めている。平均年齢の若い会社

で仕事は結構楽しくやっている。

趣味は野球とバスケットホール。

早朝野球をやったり、バスケッ

トホールの万は十日町のチーム

に入っていて、週2回練習をし
　　　　ている。そのうちにコルフもや

ってみたいと思っている。性格

はごく平凡だと自分では思う。

理想の女性はやさしく思いやり

のある人。好きなタレントは、

中森明菜。雰囲気がとてもいい。

豹鋤ら管

1日人間ドックの

　　　　受診者募集

運転者講習会のご案内

今年も下記のとおり、運転者講習会

が開かれますのでみんなで参加し、交

通安全に対する認識を新たにしましょ
う。

　　　　（時間午後7：30～9：30）

日時 対象地区 会　　　場

％oo 倉俣地区 倉俣生活改善センター

％㈱ 貝野地区 貝野多目的集会施設

％㈲ 清津峡地区 高道山小学校体育館

％㈱ 田沢南・北地区 中里村総合センター

緑の羽根募金にご協力

　ありがとうございました

　昭和64年3月31日までに卒業する見
込みの人。

★申し込み

受験申し込み用紙は警察署または駐

在所にありますのでお申出ください。

防火管理者資格付与

　　　講習会のご案内

　4月1日から1か月間「緑の羽根」

募金運動を実施いたしましたが、中里

村では期間中185，520円のご協力をい

ただきました。

集まったお金につきましては、県を

通じ学校や公共施設等の緑化事業に役

立たせていただきます。ご協力ありが

とうございました。

村づくり計画を

　　作ってみませんか

地域の活性化を図るために、知恵を

出しあい、協力しあって地域づくりに

つながるような計画を各集落で作りま

せんか。『必要な経費については、若干

の助成をします。

詳しくは、役場開発課企画係まで。

★期日

　乙種防火管理者講習7月5日（火）

　甲種　　　〃　　　7月6日㈱、7日㈱

★受付期問

　6月20日（月）～7月2日（土）

★申込先

十日町地域消防本部予防課

魯57－1555

昭和63年度新潟県職員

　採用上級試験のご案内

★対象者

　国保加入者で今年度中に満41歳から

　満60歳になられる人

★費用

個人負担分　14，500円

★実施期日

　7月中旬～8月下旬
★実施場所

新潟県労働衛生医学協会　小出検診

★第1次試験期日

　7月17日（印

★受付期問

　6月6日（月）～6月20日（月）

★受験資格

昭和34年4月2日から昭和42年4月
　1日までに生まれた人。

詳しくは役場総務課まで。

警察官募集のご案内

　昭和63年度新潟県男子警察官（大学

卒）を次の要領で募集しています。

★採用予定日　昭和64年4月1日

★受付期問　5月23日～7月18日

★受験資格

　昭和36年4月2日から昭和42年4月

　1日までに生まれた男子で大学（短
期大学除く）を卒業した人、または

湯沢駅前の

村駐車場を利用下さい

　センター

★申込先

役場保健課

★締切日

　6月20日（月）

国保係

ただし、先着順に受付

し定員になりしだい締切ります。

村では越後湯沢駅前に近隣町村と共

同で駐車場を2か所設置してあります。

東京に出かける時など便利ですのでご

利用下さい。利用料金は1日1台500円
です。申込みは住民課窓口まで。

　なお、無断駐車をされると許可証を

交付された方に大変迷惑になりますの

で、注意してください。

にせ税務職員に注意を

最近、「新設法人の税務指導に来た」

「税務署の方から来た」などの話し方

で、税務署貝と思わせて税務関係の出

版物を売りつけたり、入会金や研修会

ただ：今

工事中

凝工事費100万円以上の建設工事です。　（％～％入札分）

今月の納税と振替日

■村県民税　　　（1期分）

■国民健康保険税（6月分し

　　　　　　ノo国民年金保険料（6月分）

巳保育料　　　　（6月分）

（振替日）

6月30日

6月30日

6月25日

6月25日

9 広鰍亀∂◎、で　邑　　　昭和63年6月10［ヨ

［　短　　　　婿　　蛇窩　雅　　　　　　釜

灘鷹

費あるいは購読料を要求する悪質な出

版社のセールスマンが横行しています。

税務署では、出版物の訪問販売は行

っていませんし、税務署貝が納税者の

お宅や会社に伺う場合は必ず身分証明

書を持っています。

　「おかしいな…？」と思ったらまず

十日町税務署へ問い合わせて下さい。

　　（魯52－3181㈹）

特設人権相談所の開設
一あなたもわたしも守ろう人権一

不当な差別、名誉信用の失墜、金銭

の貸借、土地建物などの不動産の問題、

離婚、扶養、相続などの家事問題、損

害賠償その他、身の回りの間題で困っ

たことがありませんか。

相談は無料で、秘密が守られており

ますのでどうぞお気軽においでくださ

いo

★日時　6月24日團　午前10時～

　　　　　　　　　午後3時
★場所　中里村老人福祉センター

★相談担当者

　　　法務局人権捷護係官

　　　　山田正雄
　　　人権捷護委員

　　　　浜野孝司　斎喜正甫

o第34回郡市社会教育大会

日時　6月26日（日）

　　午前9時30分～午後3時
場所　中里村総合センター

内容　パネル討議

　　　「仲間づくりと地域の活性

　　　化のためにはどうしたらよ

　　　いか」

善意をありがとう

★古切手寄付

　荒屋　杉谷ミサさん
　干溝　広田正平さん
★書典返し

　倉俣　斉喜俊二さん　50，000円

　倉俣　大島利雄さん　30，000円

講演

　「地域の活性化とグループ

活動」

講師　新潟県公民館連合会

　　事務局長

　　　　上村捨二郎氏

O受講生を募集しています。

　前号で受講生募集のお知らせをし

ましたが、おさらい英語教室と木版

画教室にまだ余裕がありますので、

応募して下さい。

　また、社会教育短期大学は、講演

会が主になっていますので、応募さ

れていない人も是非参加して下さい。

　日時　6月16日休）
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猪股栄幸（70）新屋敷

藝蝋礁纐灘蟻
「気をつけて』

　朝の一言忘れずに

●飲酒運転検挙者数　4人

●無免許運転違反　　0人

●事故発生件数 3件

●死亡事故ゼ回　173日

（5月末累計）
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